
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Facebook や twitter で地域おこし  ●幸田町と連携協定締結 

●標高 46 メートルの体育館を避難所に ●各センターからのお知らせ 

●平成 24 年度行事予定表（10 月～3 月） 
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三河湾の高潮が４メートルを超える研究結果を発表 

近距離無線を使って衝突危機を警告 
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三河湾における高潮予測の記者発表 
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最新のシミュレーション技法を用い

て、高潮を科学的に予測する研究を進め

ている安田孝志学長の研究グループが、

6月25日（月）、防災科学技術研究所の

村上智一主任研究員同席のもと、三河湾

での高潮予測について本学で記者発表

をしました。 

コンピュータで 200 通りの想定実験

を行って調べた結果、三河湾では、台風

が中心気圧 920～930 ヘクトパスカルで

三重県に上陸後、伊勢湾から三河湾の中

心 50～60 キロメートル西側のコースを

通った場合の高潮は4メートル。さらに

大潮と満潮が重なった場合は 5 メート

ルを超え、南海トラフ巨大地震で想定さ

れる三河湾の最大津波 5 メートルに匹

敵する恐れがあることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの三河湾では、1959 年の伊

勢湾台風時に衣浦港（三河湾西部）で

記録された 2.75 メートルが想定され

る最大値とされ、堤防設計基準の一つ

になっていました。しかし、今回の記

者発表では、これを大きく上回る衝撃

的な予測となりました。 

安田学長は予測結果とともに、「高

潮は長期間継続し、浸水につながりや

すい。地震の津波に対する備えも必要

だが、台風による高潮への備えも非常

に重要である」と注意を呼びかけました。 

中日新聞、読売新聞、朝日新聞、毎

日新聞、東愛知新聞、東日新聞、蒲郡

新聞が大きく紙面に取り上げられた

とともに、今後の防災計画の見直しに

役立てられると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三河湾の高潮が 4 メートルを超える可能性を予測 

「防災に役立ててほしい」と研究成果を記者発表 

（平成 24年 3月～平成 24 年 8月） 
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本学での記者発表 

中日新聞 平成 24 年 6 月 26 日朝刊 
※この掲載は中日新聞の許可を得ています 

東愛知新聞 

 平成 24 年 6月 26 日朝刊
※この掲載は東愛知新聞の 

許可を得ています 



 

 

 

 情報メディア学科 宇野新太郎教授

が進めている「近距離無線を使った交

差点安全支援の研究」が中日新聞朝刊

で取り上げられました。 

 この研究は、交差点事故の約 7 割を

占める信号機の無い交差点事故を未然

に防ぐため、ジグビーと呼ばれる近距

離無線を用いて、ドライバーに他車が

近づいていることを通知するものです。

具体的には、端末を車に搭載し、中継

機、親機を路上に置いて、2.4 ギガヘ

ルツの無線で通信を行うシステムです。 

昨年 10 月から今年 1 月にかけて、

蒲郡市内の小規模交差点にて実証実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地元蒲郡の魅力を全国に伝え、蒲郡

の活性化につなげようと活動してい

る蒲郡 Fan サークル。 

 蒲郡 Fan サークルは、蒲郡の街で話

題になっている情報や観光スポット、

おすすめショップを学生たちが取材し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

験を行い、端末につながるパソコン画

面に他車が近づいている警告が表示

され、その有効性が確認できました。 

従来、総務省主導で首都圏や愛知県

で検討されているシステムは、大規模

交差点向けが中心であり、小規模交差

点までカバーできないのが現状となっ

ています。このシステムを使えば、小

規模交差点における出会い頭衝突防止

に貢献できるだけでなく、トータルの

消費電力やコストを 1/10 以下に抑え

ることが可能です。 

今後は実用化に向けて、さらなる研

究が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生たちが運営する「蒲郡 Fan」サイ

ト（http://gamagori-fan.jp/）に情

報を掲載しています。交流サイトの

「Facebook」や短文投稿サイト「twitter」

で情報発信して、蒲郡に興味がある方

や地元の方はもちろん、クチコミ効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で積極的なコミュニケーション促進

と情報発信を行っています。 

 また、蒲郡 Fan サークルは、平成 24

年度蒲郡市市民企画公募まちづくり

事業助成金「はじめの一歩」部門で採

択されました。 
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注目される研究 

近距離無線を使って衝突危機を警告！ 

左：実験の様子 

 

右：中日新聞 平成24年8月3日朝刊 
※この掲載は中日新聞社の許可を得ています。 

Facebook や twitter を活用して地域おこし 

学生たちが蒲郡の魅力を紹介し、「いいね」でクチコミ効果が拡大 

中日新聞 平成 24 年 4 月 19 日朝刊 
※この掲載は中日新聞の許可を得ています 

Gamagori Fan[蒲郡 Fan]サイト 
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4 月 16 日（月）、幸田町と本学は、

まちづくりや産業振興、人材育成など

で連携協定を結びました。 

調印式では、安田学長と大須賀一誠

町長がそれぞれ覚書に調印しました。 

本学は蒲郡市と幸田町の境に立地

し、幸田町とはすでに図書館の相互協

力に関する協定を結んでいましたが、

さらなる地域の活性化と人材育成の

充実発展に資することを目的に、包括

的な協定を結ぶことになりました。 

今後、相互の人的及び物的資源の活

用により、教育、文化、福祉、産業振

興、まちづくりなどの分野において連

携を深めていきます。 

 

 

 

 

 

蒲郡市と本学は、災害時に本学の体

育館へ「避難所」（一時的な生活場所）

を開設できるよう、8 月 1 日（水）施

設利用協定を締結しました。 

蒲郡市は、太平洋沖の南海トラフで

巨大地震が発生した場合の内閣府に

よる津波想定を受け、避難所の見直し

を進めており、標高 46 メートルに立地

する本学は津波や高潮の影響を受けな 

 

 

 

 

 

本学の自動車整備実習に使用する車

両、トヨタプリウスＰＨＶの車体デザイ

ンコンペが7月に開催されました。 

「地球にやさしい」「未来・環境・ク

リーン」「明るい未来」「海と風のイメー

ジ」「新しい風」などをテーマに、本学

の学生をはじめ、あいち造形デザイン専

門学校などから 234 点の応募がありま

した。全ての作品から厳正な審査を行

い、1次選考会で 37 点を選考。最終選

考会ではあいち造形デザイン専門学

校の中島広樹さんがデザインされた

「地球にやさしいきれいな風（デザイ 

 

  

 

1.連携・協定内容 

（1）地域のまちづくりの推進 

（2）生涯学習、文化、福祉の向上、 

  スポーツ、健康づくりの振興 

（3）地域産業の振興 

（4）人材の育成 

2.幸田町と本学との、これまでの 

 主な連携・協力について 

（1）幸田町立図書館との相互利用 

  に関する協定の締結 

（2）幸田町立図書館夏休み教室の 

  企画に協力 

（3）AUT 文化講演会の開催 

（4）幸田町事業仕分け委員会委員 

  の派遣 

 

 

 

 

 

いことから避難所設置の要請を受け、

協定書の締結に至りました。 

 本学体育館は、1 階と 2 階で 777 人

を収容できます。 

調印式で安田学長は「大学は地盤が

しっかりしており、避難施設として機

能できる。命を守る砦（とりで）とし

て役に立つことができれば」と述べら

れました。 

 

 

 

 

 

ンテーマ）」が最優秀作品賞を受賞しま

した。 

ご応募いただきました皆さん、誠にあ

りがとうございました。 

最優秀賞 

あいち造形デザイン専門学校 中島 広樹さん 

優秀賞 

あいち造形デザイン専門学校 丸山 昇さん 

愛知工科大学工学部情報メディア学科 江見 和城さん 

入選 

あいち造形デザイン専門学校高等課程 大弓 紗綺さん 

愛知工科大学工学部情報メディア学科 池田 旭宏さん 

愛知工科大学大学院 小田 基貴さん 
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幸田町との連携・協力に関する協定を締結 

まちづくり、人材育成など 4 分野で連携 

幸田町役場で調印後に覚書を手にする 

安田学長と大須賀町長 

蒲郡市と災害時における施設利用に関する協定書を締結 

標高 46 メートルの本学体育館を避難所に 

避難所に指定された本学の体育館 

自動車工業学科主催 プリウスＰＨＶ車体デザインコンペ 

「地球にやさしいきれいな風」に決定  

選考の様子 

中島 広樹さんがデザインしたプリウスＰＨＶ 

デザインテーマ：地球にやさしいきれいな風 



 

 

 

今年4月に着任した安田孝志学長が「ク

ルージング同好会」を発足させました。 

学長自ら30フィート（約9メートル）

のヨットを購入し、4 月から学生食堂

などで学生を誘い、10 人程度で同好会

をスタートさせることになりました。 

さらにこのことが話題となり、中日

新聞から取材を受けました。取材にお

いて安田学長は、「近年の若者はバー

チャルな世界に閉じこもりがち。地元

の海で心を磨いて夢に挑み、社会から

歓迎される技術者になってほしい」と

学生へメッセージを送りました。 

 

7月 15日（日）、蒲郡市沖の三河湾で

行われた、障害をおもちの方と一緒にヨ

ットの体験乗船を楽しむイベント「第

16 回ひと・人・ヒト ヨットレース in

蒲郡」で、クルージング同好会の学生た

ちが、三谷水産高等学校、桜丘高等学校、

蒲郡ソフィア看護専門学校などのボラ

ンティアスタッフとともに会場設営な

どの手伝いをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報メディア学科 小塚一宏教授が

「2012 年自動車技術会フェロー」に認

定され、6 月 5 日（火）の自動車技術

会中部支部総会の場で認定証および

メダルが授与されました。 

小塚教授は、本学赴任前の（株）豊

田中央研究所時代から現在まで、ETC

（自動料金収受システム）をはじめ、

様々な自動車に係わる研究開発に携

わり、多大な貢献をしたことが認めら

れました。 

 自動車は、日本の産業において重要 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

な部分を担っており、極めて裾野が広

い分野の技術で構成されています。 

 自動車技術会は、自動車技術・学術

の進歩発展に係わる活動をグローバ

ルに展開し、自動車技術者・研究者の

交流、連携、育成を通じて広く社会に

貢献することを目的としている組織

です。産業界（自動車メーカー、部品

メーカーなど）、大学の研究者と学生、

官の研究者などの会員で構成され、会

員数4万6千人以上の学会として活動

しています。 
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「クルージング同好会」発足 

三河湾で学長がヨットの操船指導  

中日新聞 平成 24 年 6 月 19 日朝刊 
この掲載は中日新聞の許可を得ています 

「第16回ひと・人・ヒト ヨットレースin蒲郡」 

情報メディア学科 小塚一宏教授 

自動車技術会フェローに認定  
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入学した学生が早く大学生活に馴

染み、楽しいキャンパスライフを送れ

るようにと、4 月 28 日（土）市内の蒲

郡荘にて、情報メディア学科 1年生の

親睦会が開かれました。当日は初夏を思

わせる日差しの中、学生と教員がバー 

 

 

 

 

 

1 年生学外研修 

 5 月 22 日（火）、（株）デンソーの本

社デンソーギャラリーならびに高棚

製作所にて研修を実施しました。 

 新しいロボット技術や未来の自動車

技術を体験したり、実際の生産工場に

おける工学技術運用について学ぶこと

ができました。また、バス移動の車内

では学生らの懇親も持たれました。 

 

 

 

  

 

「森の文化祭」  

 4 月 29 日（日）、蒲郡市さがらの森で

開催された「第12回森の文化祭」に学生

会が参加しました。学生会は「わたがし」

や「削り絵をつくろう」を出展。削り絵

を体験した子どもたちは「クレヨンや木

の枝を使ってこんなことができるんだ」

と新しい発見をしていました。 

 

 

 

 

 

  

 

ひらめき☆ときめきサイエンス 

7 月 28 日（土）、今年度第 1 回目の

「ひらめき☆ときめきサイエンス」を

開催しました。このイベントは、日本

学術振興会により採択され、今年で 6

年連続となります。地元の小学生ばか

りでなく、遠方から参加する小学生も 

 

 

 

ベキューを囲み、親睦を深めました。 

また、ビンゴ大会も行われて大盛り

上がり。何名かの学生は魅力的な景品

を獲得していました。 

今後も学生と教員の親睦会を継続

的に開催していく予定です。 

 

 

 

 

 

2 年生学外研修 

 7 月 10 日（火）、雪印メグミルク豊

橋工場にて研修を実施しました。 

 製造ラインには多くのロボット技

術が用いられており、安全・衛生面や

自動制御された品質管理体制を見学。 

学生たちは、大学で学んだ技術と実

際のモノづくりの現場での関連を肌で

実感でき、有意義な研修となりました。 

 

  

 

 

 

蒲郡商店街「福寿稲荷ごりやく市」  

 5月 27日（日）、蒲郡フリーダム研究

部、FRC同好会、パフォーマンス同好会

の学生が「福寿稲荷ごりやく市」に参加

しました。わたがし、ストラックアウト、

スーパーボールすくい、スマートボール

には 600 名を超える子どもたちで大賑

わい。日用品の故障診断にはＣＤプレー

ヤーの修理依頼などもあり盛況でした。 

また、情報メディア学科の学生による

「脳波測定」では、二桁の数字を足して

いく際の集中力やリラックス度を測定。

ご年配の方々に大変好評でした。 

 

 

 

増えています。電子制御・ロボット工学

科の教員と学生が指導にあたり、「ロボ

ットを自分で作ってみよう！」のテーマ

で、プログラミング知識やロボット要素

技術を学びながら研究面からモノづく

りの楽しさを体感していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とがみっ子夏祭り」 

 7月 28日（土）、蒲郡市東部小学校PTA

主催による「2012 とがみっ子夏祭り」

に電子制御・ロボット工学科から宇宙航

空関連のロボットを出展しました。JAXA

と共同開発した月面ローバや小型飛行

船ロボットの操縦体験を地元の小中学

生や市民に体験していただき、本学での

研究成果などを分かりやすく展示する

ことができました。 

今後も多くの方々にこのような機

会を通して活動を展開していきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青空の下でのバーベキュー 

情報メディア学科 1 年生 

バーベキュー大会で親睦を深める  

電子制御・ロボット工学科 

学外研修で工場などを見学  

05 

上：ギャラリーを見学する1年生 

下：工場で説明を受ける2年生 

地域と結びつき 

市民イベントへの参加や講座を開催  

削り絵を指導する学生 

ひらめき☆ときめきサイエンス 

プログラミングを指導する学生 



  

 

 

「第3回ものづくり岡崎フェア2012」

が岡崎市の竜美丘会館で、7月10日（火）

から 2日間で開催され、地元の企業や

大学などが多数参加して、新しい技術

の指導や紹介をしました。 

本学からは、機械システム工学科の

山本照美研究室が参加し、動的材料試

験機等を紹介しました。 

動的材料試験機を使った機械材料の 

 

 

 

 

 

7月17日（火）、クラブやサークルに

参加する学生を対象に、学生会が主催し

て「ブログ作成講習会」を開催しました。 

ブログを通じてクラブの PR や情報

発信ができるよう、登録から活用法ま

でを学生会の尾崎元洋さんが分かりや

すく説明しました。 

 

  

 

 

 

塩津小学校3年生 

 6 月 8 日（金）、蒲郡市立塩津小学校

の3年生児童89名が「私たちが住む町

の様子を調べる」社会科学習の一環で、

小学校の屋上から見える愛知工科大学

を見学に訪れました。広い自動車の実習

場やロボットの研究室、様々な実験室を

見学して説明を受けると、子どもたちは

目を輝かせながらメモを取っていました。 

 

小江公民館女性学級 

 6月 14日（木）、蒲郡市内の小江公民

館女性学級の 40 名が大学見学に訪れま

した。自動車棟の実習場やCAD/CAM実習

室、コンテンツ制作スタジオなどを見学

後、学生食堂で昼食をとりました。 

参加した方からは「普段の日に大学の

学生食堂へ食事に来てもいいですか？」

などの声も聞かれ、地元の方に大学を知

って頂き、親しみを持っていただくよい

機会となりました。 

 

 

 

動的・衝撃的な荷重下における強さや伸

びを調べる研究には企業の関心も高く、

あいち産業科学技術総合センターの三

河繊維技術センターから「実験装置に興

味があり設備を見学させてほしい」との

要望もありました。 

 学生たちは、現実のものづくりを肌で

感じることができる貴重な時間を味わ

うことができたようです。 

 

 

 

 

 

参加した学生は、ブログのデザイン

選びやコメントの掲載などを早速実践

し、クラブ活動などの情報発信にチャ

レンジしました。 

ブログは、常に更新することが重要

です。情報発信ツールとして、気軽に

活用してもらえればと思います。 

 

 

 

 

 

ニュージーランド リトン高校 

4 月 9 日（月）、ニュージーランドの

リトン高校生が見学に訪れました。 

蒲郡港とニュージーランドのギズボ

ーン港は平成 8 年より姉妹港提携を結

んでおり、交流の一環で市内にホームス

テイをしていました。生徒、学校長、市

内ボランティアなど総勢 40 名が、研究

室や、コンテンツ制作スタジオ、自動車

実習場などを見学しました。 

 

中国紫琅職業技術学院 

学校法人電波学園と姉妹校提携を

結んでいる中国紫琅職業技術学院の

学生 12 名が、短期留学プログラムの

一環として、7 月 4 日（水）に施設見

学を行いました。 

自動車を勉強している学生も含まれ

ており、自動車実習場では、担当者の

説明を熱心に聞き、多くの写真を撮っ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

06

Koka TIMES 平成 24 年 10 月 1 日（第 10 号）

機械システム工学科の学生が 

動的材料試験機などを使った研究を紹介  

研究紹介をする学生 

クラブやサークルの情報発信に活用しよう 

学生会がブログ作成講習会を開催  

ブログの更新にチャレンジ 

地元の小学生や婦人会、海外の学生まで 

大学・短大の施設や設備を見学 

塩津小学校3年生 

小江公民館女性学級 

ニュージーランド リトン高校生 
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研 究 室 訪 問 
- 情報メディア学科 吉田研究室 - 

吉田研究室では，「データ圧縮」や「電子文書のデータ処

理」といった情報化社会の基盤技術の研究をしています。

ソフトウェア技術の研究です。 

 

 

 

○データ圧縮 

「データ圧縮」は、情報の表現法を取り替えて、情報

を保存しつつ、データ量を削る方法です。データ圧縮に

は、圧縮された情報を完全に復元する「ロスレス圧縮」

と、完全には復元しない「ロッシー圧縮」とがあります。

ロスレス圧縮は、文書や数値データ、プログラムに使われ

ます。一方、ロッシー圧縮は音声や画像などに使われ、

圧縮率の大小で、得られる品質が決まります。ロッシー

圧縮は、人間が受け手になるものに使われます。 

 吉田研究室ではロッシー圧縮において、処理負荷が軽

い静止画像圧縮法の研究に取り組んでいます。画像圧縮

というと、JPEG（ジェイペグ）は皆さんも聞いたことが

あるでしょう。JPEG は、画像圧縮の国際標準化方式です。

パソコンやデジカメでは、大抵、画像は JPEG で、1/10～

1/20 に圧縮されて格納されています。ロッシー圧縮です

から、皆さんが目で見て分らないように画質を劣化させ

て、圧縮率を稼いでいるのです。デジタル画像は、階調

をもつ細かい点の集まりですが、1枚圧縮するのに数百万

回の乗算と加算を必要とします。これを、小さい規模の

ハードウェアで作れるように、半分程度の演算回数で圧

縮できないか？について、やり方と実装法を研究してい

ます。 

ロスレス圧縮では，機器組込み用コンピュータの命令

コードの圧縮も手掛けています。 

 

 

 

○電子文書のデータ処理 

 電子文書は「XML（eXtensible Markup Language）」と

いう国際標準化言語を扱っています。XML は「拡張可能な

タグ付き言語」の意味です。皆さんは、Microsoft Office

を使っているでしょう。Office 2007 からファイルの拡張

子（ファイル名の末尾３文字 doc、xls）の最後に xが付き

ました。これはファイルのフォーマットが XML に対応し

たことを表しています。皆さんは、そうとは知らずに、XML

を既に使っているのです。また，皆さんの目には触れませ

んが、大手の企業の Web サイトは、裏では Web ページが

XML で管理されており、Web ページの表示形式である HTML

に変換してから見せているのです。XMLは皆さんの目に触

れないところで、縁の下の力持ちのように役立っています。

さて、XMLでは表形式の文書と対比すると、項目を<名前>のよ

うに"<"と">"でくくってタグと呼び、<名前>吉田 茂</名前>の

ように変化する内容を、タグで囲って表します。始めのタグ

を「開始タグ」、後ろの"/"の入ったタグを「終了タグ」

と呼びます。XML は、タグを見ると内容がどういう情報か

分るので、コンピュータにやさしい表し方なのです。 

XMLは、どういうタグの組を揃えるか、タグの組でフォー

マットを作り出します。XML は 1998 年に標準化されまし

たが、これまでに、様々な業界でたくさんの標準タグ・

セットのフォーマットが作られてきました。しかし、XML

は規格が膨大なため、初心者が使いこなすのは大変です。

吉田研究室では、XML を表形式のものだけに制限して、

XMLを簡単に扱えるソフトウェアを作る研究をしています。

このほか、データ圧縮のハードウェア化を目指すテーマ

にも手を伸ばしたいと思っています。 

平成 24 年度は修士 2年生 1 人、学部生 7 人です。興味

のある方は、ぜひ研究室を訪ねてみて下さい。  
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吉田茂 
教授・博士（工学） 
 

［専門] データ圧縮、データ工学 

［経歴] （株）富士通研究所 

Profile 

XML 文書に直して 

データ処理を行う 

復元画質を比べて，画像圧縮方

式を評価する 
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平成 24 年度（後期） 行事予定表
※学内における諸事情により、予定を変更することがあります。 

  

Koka TIMES 平成 24 年 10 月 1 日（第 10 号）

大学 
 

行 事 日 程 

10

月

教育懇談会 9日（火）～19日（金）

防災訓練 12日（金） 

大学祭 13日（土）、14日（日）

12

月
学生冬期休暇 22日（土）～ 

1 

月

学生冬期休暇 ～8日（火） 

定期試験 25日（金）～ 

2 

月

定期試験 ～1日（金） 

4年 卒論提出期限 4日（月） 

成績発表 12日（火） 

4年 卒業研究発表会 15日（金） 

学内企業説明会① 26日（火） 

学内企業説明会② 27日（水） 

3 

月

4年  卒業判定結果発表 7日（木） 

卒業証書・学位記授与式 14日（水） 

 

短大 
 

行 事 日 程 

10 

月 

1年 就職模試① 5日（金） 

教育懇談会 9日（火）～19日（金）

防災訓練 12日（金） 

大学祭 13日（土）、14日（日）

1年 健康診断 26日（金） 

11 

月 

1年 ＣＳ教育講座 2日（金） 

1年 就職模試② 30日（金） 

12 

月 

1年 学内企業説明会（座談会） 7日（金） 

2年 定期試験 7日（金）～11日（火）

1年 中古車査定士試験 12日（水） 

2年 成績発表 17日（月） 

1年 学生冬期休暇 22日（土）～ 

2年 学生冬期休暇 26日（水）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～8日（火） 

1年 就職活動調査① 18日（金） 

1年 定期試験 25日（金）～ 31日(木)

2 

月 

1年 成績発表 5日（火） 

1年 販売士試験 20日（水） 

2年 卒業判定結果発表 21日（木） 

1年 学内企業説明会① 26日（火） 

1年 学内企業説明会② 27日（水） 

3 

月 

卒業証書・学位記授与式 14日（木） 

2年 整備士登録試験 24日（日） 

 

大学院 
 

行 事 日 程 

10

月

防災訓練 12日（金） 

大学祭 13日（土）、14日（日）

12

月
学生冬期休暇 22日（土）～ 

1 

月

学生冬期休暇 ～8日（火） 

博士：論文審査申請期限 16日（水） 

博士：審査会・公聴会 31日（木） 

2

月

修士：論文審査申請期限 8日（金） 

修士：審査会・公聴会 19日（火） 

3 

月
学位記授与式 14日（木） 
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お知らせ 

 

 

 

 

 

 

○平成 24 年度教育懇談会 

 本年は、6月30日（土）～7月16日（月）

の間に富山、高山、長浜、石垣、金沢、

尾鷲、福井、長野、飯田、静岡、松本、

浜松の12会場で実施し、大学院、大学、

短期大学併せて 65 名の学生の保護者が

出席されました。懇談会の中では、教育

費・交友関係・日頃の生活態度など、様々

なお話をすることができました。中でも、

昨今の社会情勢をふまえ就職に関する

質問も多くありました。 

 

 

 

 

愛知工科大学および愛知工科大学自

動車短期大学は、文部科学省所管の大学

法人であることから、私立学校法を遵守

することを基本としています。 

 平成23年度決算が承認されたことか

ら、この法令に基づいた財務状況につ

いてお知らせをいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本学を会場とした教育懇談会は

10月 9日（火）～19日（金）までの間

に実施します。10月 13 日（土）、14日

（日）は大学祭も開催していますので多

くのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課外活動施設の整備 

学生のキャンパスライフが有意義で

健全なものとなるよう、8号館2階を改

修しクラブ部室を8室設置しました。活

発な活動を期待しています。 
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○奨学金等実績（8月 31 日現在）
奨学金等の種類 大学院 大学 短期大学 

日本学生支援機構奨学金 
第一種 １ １０ ２ 

第二種 ２ ４６ ２６ 

学校法人電波学園奨学金（恒学基金） ０ １ １ 

授業料免除 ０ ９ ２ 

教育ローン利子補給奨学金 ０ ０ １ 

ファミリー奨学金 ― ２ ０ 

学修奨学金 ― ４ ４ 



 

 

センターの学習支援は、基本的には個

別か数人のグループ形式で行い、数学・

物理・英語などの基礎科目を主体にして

いますが、専門科目にも対応します。1、

2 年生を中心に毎月大勢の仲間が利用

しています。十分な時間をかけて個々人

の学力・知識レベルに合わせて納得行く

まで指導しますので、学習の消化不良を

起こすようなことはありません、安心 

 

 

 

近年「産・官・学」連携協力の推進は、

我が国の科学技術の発展に貢献する重

要な課題として全国的に取り組まれて

います。本学においても、学外からの技

術相談、共同研究等を推進することを目

指して、平成 19 年度に「地域・産学連

携センター」を設置しました。 

地域・産学連携センターは、本学の①

社会（地域）貢献活動と②産学連携活動

の窓口機能を併せ持つセンターです。 

地域貢献としては、平成 23 年度蒲郡

市との連携協定、平成 24 年度幸田町と

の連携協定に基づく協力・支援事業を進

めています。 

蒲郡市と「がまごおり産学官ネットワー

ク会議」を中心とした交流サロン（今年

度発足）の中核機関（話題提供機関）と

して、本学の研究シーズを地域の企業等

にアピールできるように務めていきます。 

また、幸田町とは「幸田町少年少女発

明クラブ」の立上げに関わり大学、短大

の12名の教員（OB含む）がボランティア 

 

 

 

○ウィンドウズＯＳだけでなく、他のソ

フトの『アップデート』も実行しよう 

皆さんのパソコンに「Adobe Flash 

Player」や「Adobe Reader」、「JRE

（Java）」がインストールされている事

をご存じですか？ これらのソフトは

Web ページを閲覧するのに必要なソフ

トですが、ウィンドウズとは別にアップ

デートする必要があります。 

アップデートを怠ると、セキュリティ

ソフトを入れたパソコンを注意深く操作 

 

 

して訪れてください。皆さんが自主的に、

熱心に基礎学力向上と知識の習得に努

めています。講義について行けなくて学

習に不安感を持つ人、ぜひ一度センター

を利用してください。また、さらに高度

で深い内容を進んで学習したいと思う

人も大歓迎です。多くの学生諸君に当セ

ンターを気楽に利用していただきたい

と願っています。今年度、解いて得する 

 

 

 

の指導員として協力することにしまし

た。蒲郡市の「福寿稲荷ごりやく市」、

地元の「市民まるごと赤い電車応援団」

等への参画も、大学・短大として積極的

に取り組んでいます。 

学会や地域の自治体が主催するシン

ポジウム、フェスティバル等へ研究成

果をパネル、実機（ロボット）で出展

し、大学、短大の知名度の向上にも努

めています。 

 東三河地域の蒲郡市、岡崎市、豊橋

市等の商工会議所等とも連携を持ち、

それぞれの商工会議所の「ものづくり

イベント」へ参画し、地元へのPR活動

を進めています。 

 関係教員の協力の下、地域の方々を大

学・短大訪問者として受入れ、地元に理

解される大学・短大を目指しています。 

 こういった、地域貢献、産学連携活動

の中で多様な業種の民間企業との、共同

研究をスタートさせることができました。

また、企業からの技術相談も受け入れて、 

 

 

 

していても、Web ページを開くだけでウ

イルスに感染してしまう危険があります。

アップデートを欠かさずに行っていれば、

被害を大幅に減らすことができます。画

面上にアップデートを促すウィンドウが

表示されたら忘れずにアップデートをお

願いします。 

 

○インストールメディアの販売について 

Windows 7 や MicrosoftOffice2010 の

イストールメディアを販売しています。 

 

 

『解得勉強クラブ』を開設しました。

国際水準から見ても難問と思われる課

題をセンター掲示板に掲示しました。

じっくり時間を掛けて解いてみませ

んか。丁寧に助言指導します。正解に

至った時点で君はその分野の最高レベ

ルの基礎知識を習得したことは間違い

ありません。易しい課題ではありませ

んが、頑張って挑戦してみませんか。 

 

 

 

社会貢献ができるように学内の対応体

制・組織を順次整えています。 

今後予想される東海・東南海・南海

3連動地震の被害を軽減するため、東三

河全8市町村と4大学による東三河地域

防災研究協議会が今年度から発足し、本

学も参加しました。 

東三河地域の国公私立大学の産学連

携活動の情報交換の場である「東海ｉ

ＮＥＴ」、名古屋大学を中心とした愛知

県内の高等教育研究機関、科学館等に

よる「あいちサイエンス・コミュニケー

ション・ネットワーク」への参画と、大

学間の連携活動へも積極的に参画し活

動しています。 

 

＊＊＊連絡・お問い合わせ先＊＊＊ 

地域・産学連携センター 

地域・産学研究協力室 

E-mail:chiiki@aut.ac.jp 

Tel:0533-68-1304(内線：2122） 

 

 

 

 

最新のワードやエクセルを自宅のデ

スクトップパソコンや自分のノートパ

ソコンへインストールできます。 

卒業年度生の最終申込みは来年 1 月

末日です。2月以降の申込みでは卒業日

以降の納品となるため、お渡しできませ

ん。卒業年度生の購入希望者は1月末日

までに忘れずに申込み手続きを完了す

るうにお願いします。 

使用条件・詳しい内容につきましては

センター事務室にて案内しています。 

Koka TIMES 平成 24 年 10 月 1 日（第 10 号）

地域・産学連携センター 

基礎教育センター 

メディア基盤センター 
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○幸田町立図書館連携事業 

7 月 26 日（木）、幸田町立図書館に

おいて小学生を対象とした夏休み理

科教室を下記の通り開催しました。 

テーマ：『紙ヒコーキ・紙コプターを

飛ばそう！』 

講師：自動車工業学科教授 橋本孝明 

       同   助教 長谷川康和 

6月9日（日）幸田町立図書館でのビジ 

 

 

 

「研究から部活やホビーまで、

各種“ものづくり”支援」を合言

葉に、本学での卒業研究・サーク

ルや部活動での支援と並行して、

さらに広く地域社会に開かれた

「ものづくり工作センター」を目

指して活動を展開しています。 

機械加工室では、旋盤・フライス盤・

ボール盤・コンターマシン（帯のこ盤）

等が設置され、手軽に金属等の機械加

工ができます。木工加工室では、帯ノ

コギリ盤・糸ノコギリ盤・電動ノコギ

リ等があり、木材の加工が簡単にでき 

 

 

 

文部科学省 学生／就職支援推進 

プログラム」の 評価結果が「Ｓ」 

平成 21 年度に文部科学省から採択

を受けて、これまでキャリア教育の一

環として推進してきました「大学教

育・学生支援推進事業 学生／就職支

援推進プログラム」が、総合評定「Ｓ」

（目標に沿った取組が実施されてお

り当該目標を十分に達成している）を

受けました。本事業は学生の就職率向

上やキャリア形成の促進を図ること

をねらいに、達成目標を明確にした効

果が見込まれる取り組みに財政支援が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネス講座において自動車工業学科助

教 長谷川康和先生が講演しました。 

講演テーマ：『車を取り巻く環境と私

たちにできること～自動車の賢い乗

り方とメンテナンス、技術の現状』 

 

○新着図書 

平成 24 年度前期、約 250 点の図書

資料等を受入れました。 

 

 

 

ます。電子工作室には、各種電子

計測器が取り揃えてあり、電子工

作が気軽にできます。 

 また、今年度は、ものづくりに

欠かせない工作機械等の活用のた

めの「工作機械・電動工具の取扱

い安全講習」を実施し、約 50 名の

学生に修了証を発行しました。卒

業研究や部活動に役立ててもらえ

ると考えています。 

さらに、精密な装置や機械を製

作するのに欠かせない三次元測定

機の活用準備を進める予定です。 

 

 

 

行われ、本学は「学士力と就職力を伸

ばす就職支援アセスメントを活用し

た学生支援」（名称）が選定され、760

万円の補助金を受けて取り組んで参

りました。なお、評定理由（総論）は

次のとおりです。 

「キャリア教育が単なる就職活動ス

キルにとどまらず、基礎学力の形成とセ

ットで推進され、両者を関連付けてい

る点、および第 1 学年から進路選択が

本格化する第 3 学年にかけて、キャリ

ア支援の段階を踏んでカリキュラムが

組まれていることは、特に優れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期購読新聞 

9 月より毎日新聞、読売新聞の 2 紙

を追加しました。現在図書館で購入し

ている新聞は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の活動計画として、①AUT

祭（大学祭）における「3 次元も

のづくり体験」支援、②蒲郡市「ご

りやく市」への出展支援、③もの

づくり体験講座の計画実施、その

他、日常活動として卒業研究およ

び部活のための機械加工および電

子回路製作支援、「ものづくり」全

般についての相談やアドバイスを

行っていきます。 

 1 号館１階 1107 室にて、当セン

タースタッフ一同、皆さんのご利

用をお待ちしています!! 

 

 

 

本事業のプログラムは 3 年目には正課

になり、単位化が図られた。平成 25 年

には 1～3 年までの共通教育科目となる

ことになっている。本事業の成果の上に、

今後、学科の特色が活かされたキャリア

教育を目指す方向性が明らかにされて

いる。（以上、原文どおり）」 

 キャリア教育は社会的自立や職業的自

立、さらに将来にわたる持続的な就業力

を高めるために行います。学科の学びを

しっかりと身につけながら、キャリア教

育（科目名：キャリア形成と職業）との

併修により夢の実現に近づきます。 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアセンター 

図書館 

ものづくり工作センター 

全国紙：朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、 

日本経済新聞 

地方紙：中日新聞、東愛知新聞、東日新聞、 

蒲郡新聞 

業界紙：日経産業新聞、日刊工業新聞 

    日刊自動車新聞 

ＡＵＴ祭  
 

10 月13 日（土）・14 日（日） 午前10時～午後4時 

10 月 13 日（土） 

○美少女アイドルライブ「dela（デラ）」 

○大道芸人「快斗」出演 

○大抽選会     ほか 

10 月 14 日（日） 

○ひろはま かずとし氏 講演 

○吉本興業お笑いライブ＆映画（無料）

○遠藤正明 TV アニメ主題歌の生ライブ

両日共通イベント 

○キッズダンス、模擬店 

○ロボット操縦体験＆ゲーム 

○学科展、研究室公開 ほか 

 大学祭のご案内 


